
　いわき市の磐城森林管理署で「あいの沢遊々の森」協定
式が行なわれ、山部哲経署長と菅野村長がそれぞれ協定書
にサインをして協定を結びました。
　「遊々の森」とは、国有林を子どもたちの生きる力を育む
体験活動の場として提供するもので、これにより総合的な
学習の時間や土・日曜日に子どもたちが自由に遊んだり、
体験活動を行なう場として気軽に利用することができます。
　設定場所は、「あいの沢」に隣接する臼石字菅田の国有林32㌶。森林内はミヅナラやヤマボ

ウシなど樹種も豊富で、一部の地域
で奇石が見られるなど変化に富んで
います。
　森林管理署では、今後さまざまな
体験活動を提供することで、地元の
有志やボランティア活動団体、職員
などの誰もが指導者になれるような
体制を構築したいとしています。
　これまで浜通り地区には８つの森
が設定され、森林整備や自然観察会、
森林体験学習の場として国有林を利
用しています。
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広 報

　飯樋小学校の３年生26人が消防飯舘分署を訪れ、署内を見学したり、消
防服や空気呼吸器を着用して消防や救急の仕事を学習しました。見学の最
後には放水体験も行なわれ、勢い良く噴出す水に児童たちが歓声をあげて
いました。

震
災
対
策
一
口
標
語

 

「
ま
さ
か
」よ
り「
も
し
も
」の
時
の

　
　
　
　
　
　
　
　

地
震
対
策
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結
果
は
「
満
水
」
で
、
大
豊
作

が
期
待
で
き
る
と
の
こ
と
で
す

が
、
こ
れ
だ
け
雪
が
少
な
い
と

夏
の
水
不
足
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
▽
異
常
渇
水
で
水
不
足
と

な
り
、
給
水
制
限
が
出
さ
れ
た

平
成
６
年
を
思
い
出
し
ま
す
。

▽
そ
う
い
え
ば
、
あ
の
年
も
暖

冬
だ
っ
た
よ
う
な
気
が
。

1月の出動 火災  0件（1月からの累計 　0件）

　　　　　　救急21件（1月からの累計  21件）

１
24

ご寄付ありがとう

○いいたて福祉会
　▶ 佐藤初子さん（上飯樋）から金100,000円
○飯舘村社会福祉協議会
　▶ 佐藤喜久市さん（草野）から金 50,000円

ありがとうございました。（２月26日現在）

　

今
年
は
例
年
よ
り
気
温
が
高

く
、
雪
も
少
な
く
、
過
ご
し
や

す
い
冬
で
す
。
▽
毎
月
２
回
ず

つ
区
長
さ
ん
へ
広
報
を
配
達
し

て
い
る
私
に
と
っ
て
、
道
路
に

雪
が
な
い
の
は
大
変
助
か
り
ま

す
。
▽
今
年
の
作
見
の
井
戸
の

火災・救急情報

▲  協定を結び握手する菅野村長と山部署長

将来の消防士 !?  －小学生が消防の仕事を体験－

村と磐城森林管理署が
「あいの沢遊々の森」の協定を締結2
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村
で
は
、
そ
の
時
代
の
社
会
情
勢
や
住
民
要
望
に
対
応

す
る
た
め
、
課
の
新
設
や
整
理
統
合
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

常
に
効
率
的
な
役
場
組
織
の
整
備
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
機
構
改
革
は
、
厳
し
い
経
済
情
勢
や
少
子
高
齢

化
な
ど
に
対
応
し
、
第
５
次
総
合
振
興
計
画
の
一
層
の
推

進
と
、自
立
計
画
「
新
た
な
出た

び
だ
ち発

プ
ラ
ン
」
に
掲
げ
る
「
小

さ
く
効
率
的
な
役
場
づ
く
り
」
を
目
指
す
た
め
、
役
場
組

織
の
一
部
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
過

　

村
職
員
14
人
に
よ
る
「
機
構

改
革
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、

10
回
の
会
議
を
開
い
て
機
構
の

見
直
し
を
検
討
。

　

検
討
結
果
を
村
へ
提
言

　

村
は
提
言
を
、
住
民
７
人
と

職
員
２
人
に
よ
る
「
機
構
改
革

検
討
審
議
会
」
へ
諮
問
。
３
回

の
会
議
を
開
き
検
討
。

　

検
討
結
果
を
村
へ
答
申

　

村
は
12
月
議
会
に
「
課
設
置

条
例
の
一
部
改
正
」
議
案
を
提

出
。
議
案
は
「
議
会
行
政
機
構

調
査
特
別
委
員
会
」
へ
付
託
さ

れ
、
委
員
会
で
内
容
を
検
討
・

修
正
後
、
２
月
14
日
の
臨
時
議

会
で
可
決
。

な
ぜ
機
構
改
革
が

　
　

必
要
な
の
？

①
地
方
分
権
の
推
進
と
三
位
一

体
改
革
へ
の
対
応

　

こ
れ
か
ら
の
自
治
体
は
本
格

的
な
分
権
時
代
に
対
応
し
、
自

己
決
定
・
自
己
責
任
の
原
則
に

基
づ
き
、
住
民
と
の
協
働
の
も

と
、
個
性
豊
か
な
地
域
社
会
を

築
い
て
い
く
た
め
、
政
策
能

力
の
強
化
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
国
で
は
三
位
一
体
改

革
に
よ
る
地
方
交
付
税
等
の
削

減
な
ど
が
進
め
ら
れ
、
自
主
財

源
の
乏
し
い
本
村
で
は
、
限
ら

れ
た
財
源
を
有
効
に
生
か
す
た

め
、
簡
素
で
効
率
的
な
行
政

運
営
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

②
第
５
次
総
の
推
進

　

こ
れ
か
ら
の
村
づ
く
り
の
指

標
と
な
る
第
５
次
総
合
振
興
計

画
に
沿
っ
た
施
策
を
、
着
実
か

つ
効
果
的
に
推
進
す
る
組
織
づ

く
り
が
必
要
で
す
。

③
自
立
計
画
「
新
た
な
出
発
プ

ラ
ン
」
の
実
行

　

こ
の
計
画
に
基
づ
く
「
小
さ

な
役
場
づ
く
り
」
に
向
け
た

組
織
機
構
の
見
直
し
が
必
要
で

す
。

④
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

　

情
報
化
の
進
展
な
ど
に
よ
り

複
雑
多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ

や
行
政
課
題
に
、
柔
軟
か
つ
迅

速
に
対
応
で
き
る
組
織
体
制
づ

く
り
が
必
要
で
す
。

⑤
所
得
向
上
・
健
康
づ
く
り
な

ど
の
重
要
課
題
へ
の
対
応

　

長
引
く
景
気
の
低
迷
は
本
村

経
済
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
、
村
民
所
得
の
減
少
な
ど
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
こ
と
か
ら
、
雇
用
の
場
の

確
保
や
産
業
振
興
に
よ
る
所
得

向
上
対
策
、
村
民
の
健
康
づ
く

り
、
次
世
代
を
担
う
人
材
の
育

成
な
ど
を
推
進
す
る
体
制
が
必

要
で
す
。

４月から役場の組織が変わります
　　　　　   ―飯舘村役場機構改革―

機
構
改
革
の
主
な
内
容

○
課
の
統
廃
合

　

第
５
次
総
に
掲
げ
る
６
分
野

（
教
育
、保
健
福
祉
、生
活
環
境
、

農
村
計
画
、
地
域
産
業
、
暮
ら

し
）を
、人
づ
く
り
、健
康
福
祉
、

生
活
、
所
得
向
上
、
管
理
の
５

部
門
に
整
理
し
、
現
在
の
課
制

を
４
課
制
に
統
廃
合
し
ま
す
。

　

村
で
は
、
引
き
続
き
職
員
に

よ
る「
行
政
事
務
改
善
委
員
会
」

な
ど
で
各
種
事
業
の
見
直
し
や

各
課
・
各
係
に
お
け
る
事
務
の

見
直
し
を
行
い
、
時
代
変
動
や

住
民
ニ
ー
ズ
に
対
し
十
分
な
機

能
を
発
揮
で
き
る
組
織
体
制
を

整
え
て
い
き
ま
す
。

○
課
の
名
称
変
更

　

政
策
や
課
題
を
明
確
に
し
た

組
織
と
す
る
た
め
名
称
を
変
更

し
ま
す
。

産業振興課 総 務 課

保健福祉課教育委員会事務局公 民 館

生涯学習課 健康福祉課教 育 課

▲総務課と企画室が統合して総務課へ


